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「ＡＤＥＳＯＣ」報告    

ウムチョムゥイーザ学園 

             チャールズ校長より 

教室が 4 教室できたことで、1 学期（1 月）から新しく

144 名の子ども達を受け入れることができたことに感謝申

し上げます。また、４月１７日から３１日までに授業内容

向上のために、全教員対象の研修会を行いました。参加者

は学園の全教師と地域の教育委員会のメンバーでした。学園のレベルアップのためにも今後も継

続を予定しています。 

 １学期の学園の子ども達の状況について以下のとおり報告します。 

  

１月から4月までの授業料収入状況   ルワンダフランの換算（1ルワンダフラン＝0.19772円） 

支払い能力 一人当たり 人 数 合 計 備 考 

全額負担 約 3,954 円 ２０７名 約 818,560 円 両親がいる子ども 

半額負担 約 1,977 円   ９名 約 17,794 円 片親の子ども 

出せるだけ それぞれ ７７名 約 232,223 円  

免除 0 円 ４１名 0 円 貧しい家庭の子ども 

入学手続料 約 197 円 １０３名 約 20,365 円  

合 計  ４３７名 約 1,088,942 円  

 

日本からの支援と現地の負担 （１月～4月） 

    ルワンダフランの換算（1ルワンダフラン＝0.19772 円） 

日本からの支援 現地の負担 合 計 おもな運営支出項目 

約 684,202 円 約 607,187 円 約 1,291,389 円 職員の給料 

 約 481,755 円 約 481,755 円 

社会保険料・銀行への返済・ 

机や消耗品の購入・教員研修

経費・会議参加費・各種大会

児童参加費・学校保険料など 

約 684,202 円 約 1,088,942 円 約 1,773,144 円 合 計 

  今後、ルワンダ政府としては２０２０年までにすべての子ども達に小中９年間の教育を受け

させたいと目標を立てております。ウムチョムィーザ学園においては幼稚園･小学校・中学校の教

室やトイレの増設及び体育のための施設設備の整備等のためにも、日本との今まで築いてきた交

流をより一層深めていけたらと願っております。  

ウムチョ ムゥイーザ通信 No.１３ 
ルワンダ語で「良い文化学園」の意味を表します。 

2006年5月現在 437名 13教室 



（円） 

最高学年５年生２８名 

２００５年３月に外務省補助金が入金になっ

たために、多額の繰越金になりました。 

 ２００６年５月２７日（土）に

総会が、開催されました。ここに

２００５年度の決算を報告いた

します。 

 今後とも、ご支援ご協力のほど

よろしくお願いいたします。   

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

事業期間：自２００５年３月１５日～至２００６年３月１４日 

 外務省補助金による「日本 

ＮＧＯ支援無償資金協力」に 

より、４教室増設と、ピアノ等 

を贈ることによる教育環境整備 

事業を遂行することができまし

た。 

収 入 会費 ６００，０００ 

事業収入 ２，６９１，６２１ 

寄付金等 ４，９０３，１２９ 

助成金等 ０ 

その他 ３８ 

前年度繰越金 １０，１９８，８４０ 

 

収入合計 １８，３９３，６２８ 

支 出 事業支出  

・講演活動諸経費 ５４，７２０ 

・ルワンダへの教育支援事業 １４，０１９，３２２ 

・自立支援に関する事業 ８１３，１４７ 

管理費 ２，９３１，６０８ 

 

支出合計 １７，８１８，７９７ 

２００６年度への繰越金 ５７４，８３１ 

収 入 支援無償資金 ９，９７５，５５４ 

支 出 学校建設費 ４，６０５，３７７ 

教育環境整備費 ２，０１２，３４０ 

現地スタッフ雇用費 ２５５，７６５ 

プロジェクト管理費 ５６２，８９３ 

人材派遣費 ７０５，５７０ 

本部スタッフ人件費 １，５６０，０００ 

外部監査費 ２９４，０００ 

 

支出合計 ９，９９５，９４５ 

残 高 △２０，３９１ 

（円） 

広島の矢川様からいただいたピアノ

３台の送料のうち支援の対象にならな

い部分について、フリーザチルドレン

広島の皆さんがルワンダの子ども達に

プレゼントしたいと、こつこつと集め

ていただいた９０万円でまかなわせて

いただきました。 



  



理事８名 高橋啓子･マリールイズ・倉持睦子 

     斎藤照子・大寺智子・佐藤満壽子 

     遠藤信子・宍戸なつ美（敬称略） 

が総会で選出されました。 

 

 

遠藤信子 

   

     佐藤満壽子 

 

 

 

 

 

 

 

宍戸なつ美 

 

 

 私は、平凡な主婦です。退職した夫と

二人で、半人前の事しか出来ませんが、

一緒に心を合わせて、楽しいお手伝いを

したいと考えております。どうかよろしく

お願いいたします。 

 こんにちは、宍戸なつ美です。思えば、私が青年海外協力

隊員として、ルワンダに行ってから、早１６年の月日が過ぎてし

まいました。ルワンダで同じ職場で働いていたルイズさんと

の出会いが、１６年の時を経て、このような形で続いているこ

とに、ある種運命的なものを感じます。今は、５人の子育てと

仕事で、なかなかまともにお手伝いできないことも多いので

すが、これは、ゆくゆく私のライフワークになっていくような

気がするので、できる範囲で細く長く関わっていきたいと思

っています。よろしくお願いします。 

新理事紹介 

ルイズさんが海外技術研修生として来日して以来、彼女の活動をずっと見てき

ましたが、何事にも全力で取り組む姿勢には胸を打たれます。今日に至るまでさま

ざまな困難にぶつかりましたが、彼女は「困難に出会う度に強くなります。」と、た

くましい精神で乗り越えてきました。 

 祖国ルワンダの発展のためには「とにかく子ども達が教育を受けられる機会を

作らなければ・・・・」と訴えるルイズさん。そんな彼女を支える輪が、少しでも大きく

広がるようにお手伝いさせていただければと思っています。 



今回ＪＩＣＡ二本松訓練所で訓練している青年海

外協力隊の方が、ウムチョムィーザ学園の幼稚園教員

として派遣されることになりました。本会として、激

励の意味もこめて例会にお呼びする予定です。多くの

会員の皆様の参加をお待ちしております。 

正会員５，０００円 

賛助会員 １０，０００円 

映画『ホテルルワンダ』福島上映会報告 
 ４月７日（金）～２３日（日）まで１７日間・上映回数計３８
回上映し、計１，２０７人の方に観ていただくことが出来ました。
そのうち前売り券売り上げ５３５枚×200 円＝１０７，０００
円を学校建設寄付金として上映実行委員会から寄付していただ
きました。同時に会場にて自立支援に役立てているカード等民芸
品販売の売上げ２７２，３００円及び心温まる募金 94,474 円
をいただいたことを報告申し上げます。 
 

 

 

 

８月２０日（日） 10：30～16：00 

郡山市 ビックパレットふくしま 

心ときめく、人との出会い 

おなかを満たす、食との出会い 

 

 

 

８月２７日（日） 

１３：００～１６：００ 

福島市 清水学習センター 

福島市御山字松川原 5-1 

   ℡ ０２４―５５７－７４００ 

 

 

 

 

 ２００６年度分の会費納入を別紙の郵便振込用紙にてお願いいたします。 

 （すでに納入していただいた方には郵便振込用紙は入れておりません。） 

ご不明の点がございましたらお知らせください。 

        ルワンダの教育を考える会 

理事長  高橋 啓子 

副理事長 ｶﾝﾍﾞﾝｶﾞ･ﾏﾘｰﾙｲｽﾞ 

〒960-8252 

福島県福島市御山字中川原４４－２ 

サンコーポ１号棟 １０２号室 

T E L / F A X：０２４－５３３－８２８９ 

ホームページ：http://www.rwanda-npo.org 

e - m a i l:info@rwanda-npo.org 

 

お 知 ら せ 

ルワンダ料理や写真展示等のお手伝いをして

くださる方を募集中 

県内のさまざまな団体と交流してみませんか 
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